
わが町の宝物 第11回

新
し ん

原
ば る

開
か い

村
そ ん

4 0 0年

時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…

須恵町の大切な宝物をご紹介します。
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今
年
は
、
1
6
1
8
年（
江
戸
時
代

前
期
）
新
原
開
村
4
0
0
年
に
あ
た

る
。
1
6
0
0
年
関
ヶ
原
の
戦
い
。

1
6
1
5
年
大
阪
夏
の
陣
で
豊
臣
氏

滅
亡
。
翌
年
に
は
徳
川
家
康
死
去
。

や
っ
と
、
平
穏
な
日
々
が
訪
れ
た
時

期
で
あ
る
。

　
武
井
家
文
書（
開
墾
命
令
書
）
に

は
、
黒
田
長
政
の
花
押
が
あ
る
。
花

押
と
は
、
署
名
の
代
わ
り
に
書
い
た

一
種
の
記
号
、
書
判（
か
き
は
ん
）で

あ
る
。
花
押
は
判
を
加
え
る
と
言
い
、

印
鑑
は
判
を
押
す
と
言
う
。
お
そ
ら

く
こ
の
花
押
も
、
長
政
の
自
筆
で
あ

ろ
う
。

　
花
押
の
始
ま
り
は
、
平
安
時
代
。

戦
国
時
代
、
織
田
信
長
は 

「
麟

き
り
ん

」、

伊
達
政
宗
は
鳥「
セ
キ
レ
イ
」
を
図

案
化
し
た
花
押
だ
。
黒
田
長
政
は
、

ロ
ー
マ
字
を
使
っ
た
印
章「
K
u
r
o 

N
G
M
S
」を
も
ち
い
て
い
る
。

　
4
0
0
年
前
と
聞
い
て
始
め
は
ピ

ン
と
こ
な
か
っ
た
が
、
編
集
を
と
お

し
て
歴
史
を
紐
解
き
、
な
ん
と
な
く

時
代
背
景
が
見
え
て
き
て
楽
し
く
編

集
活
動
が
で
き
た
。
今
年
も
、
読
み

や
す
い
広
報
紙
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。 

今
村
桂
子

編

集

後

記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子

副委員長：白水　勝元

委　　員：合屋　伸好

委　　員：三⻆　栄重

黒田長政の花押が書かれた命令書

町指定文化財　武井家文書（町立歴史民俗資料館収蔵）

母
も

里
り

　渉
わたる

さん（新原区）にお話を伺いました。

二十三夜祭 海軍炭鉱

新原開村400年記念式典

　平成30年５月19日（土）

　９時　受付

　10時　記念講演

　アザレアホール須恵にて

　須恵町の20行政区の一つ新原区が、今年4月25

日で開村400年を迎えます。元和4年(1618年)当時

の藩主黒田長政により、佐谷村と須恵村間の原野

に開墾が命じられたという武井家文書（上記写真）が

残っており、正確な日付が分かっています。関ヶ原

の合戦直後だった事からも、歴史の古さがうかがえ

ます。

　そこで今年5月に、これを祝う事業が新原区の

有志により計画されています。内容は記念碑の建立、

記念誌の発行、歴史資料の展示及び記念講演で、コ

ンセプトは①先人に感謝し、一層の発展を願う。 

②区民たる喜びと誇りを持つ。③これを記録に残し、

将来に向けての町づくりに寄与する。としています。

また当該区では、廃仏毀釈を逃れた仏像を祀
まつ

る（地

蔵祭）7月の二
※

十三夜祭や、8月15日の盆綱引きなど

の歴史的と言える行事も続いています。

　さらには、明治21年以来昭和39年に至る76年

間、海
※

軍の予備炭山(後の旧国鉄志免鉱業所)とする

燃料供給にも良質の石炭が産出された事から国の近

代化の一翼を担ってきました。

　記念事業の詳細は、これから決まる事になります。

この歴史的イベントを共有してはいかがでしょうか？

※ 二十三夜祭は189号に、海軍炭鉱は197号に詳しく

掲載しています。

表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「親子の夢のせて」（第32回ファミリーカイトフェスタ）

平成30年2月5日発行
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自治組織参加促進条例を制定
オープンイノベーションセンター

ここが聞きたい （一般質問）

これ知っとう？（新原開村400年）

12月定例会
主な内容
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町
民
の
自
治
組
織

（
行
政
区
・
組
合
）
へ
の

加
入
や
活
動
へ
の
参
加

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

各
地
域
の
組
合
は
そ
の

担
い
手
と
し
て
、
豊
か

な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
度
重
な
る
自

然
災
害
の
経
験
か
ら
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
地
域
の
重
要
性
が
求

め
ら
れ
る
中
、
町
民
の

組
合
へ
の
参
加
促
進
を

図
り
、
住
み
よ
い
町
を
つ

く
る
た
め
、
本
条
例
を

発
議
・
採
択
し
ま
し
た
。

自
治
組
織
参
加
促
進
条
例
を
制
定

須
恵
町

12月
定例会

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
で
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
提
案
さ
れ
た
議
案
８
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
条
例
お
よ
び
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

おたがいに手をとりあい

住みよい町を

制
定
に
至
る
経
緯

　
平
成
28
年
２
月
に
、
須
恵
町
の
地
域

を
代
表
す
る
区
長
の
皆
様
と
議
会
議
員

と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
地
域
の
課
題

を
話
し
あ
い
、
複
数
の
議
論
を
継
続
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
組
合
加
入
率
低
下
に
論
点

が
集
約
さ
れ
、
議
論
を
重
ね
る
中
、
平

成
29
年
２
月
に
条
例
制
定
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
議
員

の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
原
案
を
作
成

し
、
討
議
を
交
わ
し
た
結
果
、
12
月
定

例
会
で
の
提
出
に
至
り
ま
し
た
。

協
議
会
の
役
割

　
条
例
を
受
け
て
「
須
恵
町
自
治
組
織

参
加
促
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

実
際
の
事
案
に
対
し
て
は
、
こ
こ
で
調

査
・
審
議
を
し
ま
す
。

提
出
議
員
　 

田
ノ
上 

真

賛
成
議
員
　 

今
村
桂
子
・
柴
田
真
人

　
三
上
政
義
・
原
野
敏
彦
・
合
屋
伸
好

　
田
原
重
美
・
猪
谷
繁
幸
・
松
山
力
弥

　
三
⻆
栄
重
・
白
水
勝
元
・
世
利
孝
志

発議第１号　須恵町自治組織参加促進条例の制定

区長会との懇談会において問題点を共有

伊藤副会長 稲永会長 田子会計

須恵町自治組織参加促進条例

○前文　　背景と精神

○第１条　目的

○第２条　定義

○第３条　基本理念

○第４条　町民の役割

○第５条　自治組織の役割

○第６条　事業者の役割

○第７条　住宅関連事業者の役割

○第８条　議会の責務等

○第９条　町の責務等

議員提案条例

賛成多数

可決可決可決

　この条例制定をきっかけに、各行政区内の横の

つながりがもっと強くなることを期待しています。

　今後設置される協議会では、知恵を出し合い、

組合に入りたくなるような、町民みんなで手を繋

ぐ仕組みを作っていかなければなりません。

区長会役員へのインタビュー
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特

　集

一

般

質

問

紹

　介

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

議

会

あ

れ

こ

れ

12

月

定

例

会

　
平
成
29

年
10

月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
関
す
る
費
用
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の

須
恵
町
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
運
用
開
始

ス
エ
ノ
バ
活
動
助
成
金

 

歳
出

　
５
４
０
万
円
増
額

　
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ス
エ
ノ
バ
）
が
11

月
に
開
所
し
、
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
協
同
組
合
設
立
の

た
め
の
登
記
費
用
な
ど
、
ス
エ
ノ
バ
が
収

益
を
得
る
ま
で
の
初
期
活
動
費
用
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

※
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

15
人
を
被
災
地
へ
派
遣

九
州
北
部
豪
雨
支
援
費

 

歳
出

　
80
万
円
増
額

　
須
恵
町
は
、
平
成
29

年
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
被
災
地
へ
、
こ
れ
ま
で
に
15

人
の

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
の
旅
費
や

消
耗
品
費
等
の
補
正
で
す
。

オ
イ
コ
ス
の
ホ
ー
ル
照
明
を
改
修

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
照
明
改
修
工
事
請
負
費

 

歳
出

　
３
５
０
万
円
増
額

　
既
存
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ス

ポ
ッ
ト
照
明
・
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
の
新
設
等
の

工
事
が
行
わ
れ
る
計
画
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
（
主
な
も
の
）

〔
追
加
〕

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

期
間

　
平
成
30
年
度
〜
32
年
度

限
度
額

　
３
７
５
０
万
円

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
格
運
行
開
始
か

ら
６
年
が
経
過
し
、
引
き
続
き
契
約
を
行

う
も
の
で
す
。

Q 

バ
ス
の
小
型
化
は
？

　 

利
用
者
の
数
に
対
し
て
バ
ス
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
。
小
型
化
の
検
討
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

A 

検
討
し
て
い
る

　（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　 

必
要
時
に
呼
べ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
、
14

人
乗
り
、
10
人
乗
り
バ
ス
等
、
視
察
を
行

い
検
討
中
。

　 

現
在
、
10
人
乗
り
バ
ス（
小
型
２
種
免
許
）

に
よ
る
運
行
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

道
路
整
備
に
必
要
な

予
算
確
保
に
関
す
る
意
見
書

（
国
の
補
助
金
の
延
長
を
求
め
る
）

　
　
　
提
出
議
員
　
三
⻆ 

栄
重

　
　
　
賛
成
議
員
　
全
議
員（
議
長
除
く
）

◇ 

須
恵
町
税
条
例
の
一
部
改
正

◇ 

志
免
町
町
道
路
線
認
定
の
承
諾

◇ 

平
成
29

年
度
須
恵
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
４
２
９
万
円
を
減
額

　
総
額

　
38
億
１
６
３
５
万
円

◇ 

平
成
29

年
度
須
恵
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
５
７
８
万
円
を
増
額

　
総
額

　
11
億
１
３
０
６
万
円

◇ 

平
成
29

年
度
須
恵
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　
収
益
的
支
出

　
６
８
６
万
円
を
減
額

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇ 

須
恵
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

改
正

 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

意
見
書
（
議
員
発
議
）

そ
の
他
の
議
案

12

月

定

例

会

全員賛成

可決

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
０
４
５
万
円
を
増
額

総
額

　
84
億
５
５
２
３
万
円

専
決
（
全
員
賛
成
で
承
認
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
６
９
５
万
円
を
増
額

総
額

　
87
億
６
２
１
８
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

※すべてのページにおいて金額は１万円未満を切り捨てています。

Ｑ
＆
Ａ

改修工事が行われるオイコスの照明
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こ

れ

12

月

定

例

会



　
須
恵
町
の
地
方
創
生
を
さ
ら
に
加
速
化

さ
せ
、
町
の
魅
力
や
稼
ぐ
力
と
い
っ
た
新

た
な
付
加
価
値
を
創
出
す
る
た
め
「
須
恵
町

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
事

業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
拠
点
と

な
る
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
運
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。

国
が
進
め
る
地
方
創
生

　
国
は
地
方
創
生
を
推
し
進
め
、
各
自
治

体
は
自
己
責
任
で
自
治
体
経
営
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
自
ら
稼
ぐ
力
を

　
安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
、
町
を

活
性
化
す
る
う
え
で
最
も
大
切
で
す
。

　
町
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
町
が
自
ら

稼
ぐ
力
を
つ
け
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
須
恵

町
は
、
商
工
会
・
企
業
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
て

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
エ
ノ
バ
は
須
恵
町
を

経
済
的
に
元
気
に
す
る
場
所

　
ス
エ
ノ
バ
は
、
須
恵
町
１
０
０
％
出
資

に
よ
る
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。（
平
成
29
年
９
月
１
日
）

　
町
内
外
企
業（
事
業
者
）の
支
援
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
が
行
わ
れ
る
計
画
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

須
恵
町
の
地
方
創
生
の
拠
点
「
ス
エ
ノ
バ
」

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
ス
エ
ノ
バ
活
動
助
成
金 

5
4
0
万
円
を
増
額

商工会・企業クラブ・議会・町関係者など50人以上が出席しました

須恵中央駅前に完成した須恵町オープンイノベーションセンター　

須恵町の地方創生を成功へと導く鍵となるか

須恵町オープンイノベーションセンター

いよいよ 稼働

ス　　　　エ　　　　ノ　　　　バ

11月13日  開所式
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●企業の経費削減のために

・電力小売化事業

・ＥＴＣ減額事業

●企業の人手不足に対して

・外国人技能実習生の

　受け入れに関する事業

　事業協同組合の立ち上げ

●主な収入活動として

・シェアオフィス事業

　町外事業者からの年会費

・その他コンサルティングによる取扱手数料等

全国初の取り組み

須恵町役場

スエノバ

須
恵
中
央
駅

<施設概要>

　・延床面積　192.37㎡（約58坪）

　・株式会社 SUENOBA事務所

　・会議室（研修室）

　・共同オフィス

　・セミナー、展示会会場

　国の補助金（地方創生加速化交付金）

　を活用して建設

SUENOBAで想定される事業

　「ひと、もの、しごと」が、外から中へ

と新たな流れを創出する。

　須恵町の可能性を広げる事業が、第一

歩を踏み出しました。

　福岡都市圏にあり、スマートインター

チェンジから３分という利点を活かし、

このセンターが地方創生の「核」となるこ

とを期待します。

　しかし、結果が出るまでには、ある程

度の時間を要すると思われます。

　このチャレンジが成功し、住んで良かっ

たと思えるまちづくりが実現できれば、

さらなる地域の活性化、人口増加にもつ

ながると思います。

　今後も議会として、注意深く監視して

いきます。

 広々としたミーティングスペース 

ライトアップされたスエノバ

まずスエノバに

目を向けてもらう

企業が

動き出す拠点に

これを町の財源に

所在地　須恵町大字須恵 801 番地 1 

電　話　092－957－9911
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稚
園
の
3
歳
児
定
員
１
０
５
名
に

対
し
て
入
園
希
望
者
が
１
３
０
名

と
、
25

名
の
方
が
抽
選
も
れ
で
入

園
出
来
な
い
状
況
で
す
。
３
歳
児

の
教
育
は
と
て
も
大
切
で
す
。
抽

選
も
れ
を
理
由
に
、
３
歳
児
の
入

園
希
望
者
の
入
園
を
拒
む
こ
と
の

な
い
よ
う
な
配
慮
を
。

　
町
立
の
幼
稚
園
は
、
そ
れ
ぞ
れ

35

人
の
定
員
数
が
あ
り
、
そ
れ
を

超
え
た
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。
希
望

の
園
の
抽
選
に
も
れ

た
方
に
対
し
て
は
、

他
の
園
に
空
き
が
あ

れ
ば
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
申
し
込
み
を
し

た
園
で
の
待
機
や
、

私
立
幼
稚
園
の
選
択

に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。

先
生
の
確
保
を

田原 重美  議員

　
須
恵
町
で
は
、
平
成
32

年
度
に

掲
げ
て
い
た
目
標
人
口
２
万
８
千

人
を
本
年
11

月
10

日
に
達
成
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
人
口
増
に
伴

い
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
対
応
は

大
変
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
幼
児
教
育
は
、
早
目
に
始
め
て

10

歳
位
ま
で
に
基
礎
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
30

年
度
の
幼

問

　
町
の
方
策
と
し
て
、
本
年
度
か

ら
定
員
数
を
25

人
か
ら
35

人
に
増

や
し
た
こ
と
に
加
え
、
私
立
の
認

定
こ
ど
も
園
「
明
道
館
」
が
11

月
に

開
園
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
け
入

れ
体
制
は
以
前
に
比
べ
整
っ
て
き

た
と
考
え
ま
す
。

　
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
賃
金

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
保
育
の

大
変
さ
や
責
任
の
重
さ
、
事
故
へ

の
不
安
等
か
ら
、
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
は
「
な
り
手
不
足
」
の
状
況

に
あ
り
ま
す
。
先
生
が
い
な
け
れ

ば
児
童
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い

た
め
、
本
年
度
か
ら
常
勤
の
臨
時

職
員
の
賃
金
を
日
額
７
，
０
０
０

円
か
ら
８
，
２
０
０
円
に
引
き
上

げ
る
な
ど
、
人
材
確
保
の
た
め
検

討
・
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答

安
河
内
教
育
長

保

育

1
答弁中の中嶋町長

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、

編集は行っていません。

が 聞 きた い！

南幼稚園の３歳児
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国
が
そ
の
方
向
で
い
け
ば
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

に
よ
る
母
子
手
帳
の
発
行
や
健

診
・
予
防
接
種
の
案
内
等
の
通
知

発
行
は
必
要
で
す
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

マ
ホ
で
成
長
記
録
を
写
真
で
い
つ
で

も
記
録
で
き
家
族
で
共
有
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
自
治
体
か
ら
子
育
て
情

報
な
ど
を
ア
プ
リ
で
簡
単
に
受
信
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
導
入
済
み
・
予
定

の
自
治
体
は
１
０
０

以
上
で
す
。
導
入
の

お
考
え
は
。

　
電
子
母
子
手
帳
は
、

紙
の
母
子
手
帳
と
並

行
し
て
利
用
し
て
い

た

だ

く

サ
ー

ビ

ス

と
し
て
捉
え
て
い
ま

す
。
通
常
の
手
渡
し

国
の
動
向
を
見
て

今村 桂子  議員

　
電
子
母
子
手
帳
は
様
々
な
機
能

を
持
ち
ま
す
。

　
自
治
体
で
は
、
予
防
接
種
や
乳

幼
児
健
診
の
通
知
機
能
の
使
用
で

受
診
率
向
上
を
期
待
、
子
ど
も
の

成
長
段
階
に
応
じ
て
保
護
者
の
対

策
を
絞
り
込
み
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
の
発
信
。

　
保
護
者
で
は
、
予
防
接
種
の
事

前
通
知
で
日
程
管
理
が
簡
単
に
、
身

長
や
体
重
の
入
力
だ
け
で
子
ど
も
の

発
育
曲
線
を
自
動
で
グ
ラ
フ
化
、
ス

問

　
須
恵
町
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
差
は
、
男
性
１
・
11

年
・
女
性

３
・
50

年
。
介
護
保
険
利
用
者
の

多
く
が
80

歳
以
上
で
す
。
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、
※

フ
レ
イ
ル
に
な

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
よ
り
早
い
段

階
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
運
動
・

栄
養
、
社
会
参
加
な
ど
に
よ
り
、

60

〜
74

歳
の
ヤ
ン
グ
シ
ニ
ア
の
健

康
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
取
り

組
み
が
必
要
で
は
。

　
健
康
寿
命
・
健
康
長
寿
を
行
政
が

叫
ん
で
も
、
健
康
に
関
し
て
は
個

人
の
問
題
で
あ
り
、
個
人
が
ど
の

よ
う
に
意
識
改
革
す
る
か
が
重
要

で
す
。
行
政
は
、
そ
の
莫
大
な
範

は
ん

疇
ち
ゅ
う

の
事
業
を
関
係
各
課
で
選
別
・
実

施
し
て
お
り
、
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
食
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
は
県
内
で
も
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
健
康
増
進
計

画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
今

の
事
業
を
見
直
し
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 健
康
増
進
計
画
を
も
と
に

健

康

答

中
嶋
町
長

答

小
林

健
康
福
祉
課
理
事

2 ○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に

ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 

答

中
嶋
町
長

答

小
林
健
康
福
祉
課
理
事

子

育

て

※ 「
虚
弱
」
を
意
味
し
、
高
齢
に
な
っ
て
筋
力

や
活
力
が
衰
え
た
段
階
の
こ
と
。
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い
し
て
い
ま
す
が
、
町
広
報
紙
が

全
世
帯
に
届
け
ば
、
特
定
健
診
も

国
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方
も
増

加
し
ま
す
。

　
町
の
施
策
を
実
現
す
る
た
め
に

は
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
理

解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
届
け
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

町
内
会
は
任
意
で
す
が
、
加
入
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
26

年
12

月
定

例
会
に
お
い
て
同
様

の
質
問
が
あ
り
、「
区

長
会
と
協
議
す
る
」と

い
う
回
答
を
し
ま
し

た
。
区
長
会
の
意
見

と
し
て
は
、
組
合
加

入
の
促
進
に
は
つ
な

が
ら
な
い
た
め
、
連

絡
員
が
全
戸
配
布
す

る
こ
と
に
は
反
対
と

い
う
結
果
で
し
た
。

現
状
維
持
で

情

報

児玉 求  議員

　
住
民
の
健
康
と
生
活
を
守
る
た

め
の
特
定
健
康
診
査
、
ま
た
国
か

ら
の
生
活
支
援
金
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
案
内
等「
広
報
す
え
」「
議

会
だ
よ
り
」「
福
岡
県
だ
よ
り
」
は
、

町
・
県
が
発
行
す
る
広
報
紙
で
、
ぜ

ひ
住
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
内
容
の
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
し
か
し
、
町
内
会
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
に
は
広
報
紙
が
届
い

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
区
に
お
願

問

3

答

中
嶋
町
長

一/般/質/問

町 政 を 問 う ！

　
未
加
入
者
の
中
に
は
、
広
報
紙

は
必
要
な
い
と
い
う
人
も
多
く
、

広
報
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

組
合
に
加
入
す
る
人
が
増
え
る
と

は
考
え
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
者
に
よ
る
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
全
戸
配
布
を
す
る
場
合
、

委
託
料
と
広
報
紙
の
増
刷
代
あ
わ

せ
て
年
間
約
１
千
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
す
。

町のホームページからも見ることができます

図書館にもおいてあります

　
こ
の
問
題
は
、
コ
ン
ビ
ニ
に
置

い
て
い
た
だ
く
こ
と
も
含
め
、
自

治
組
織
参
加
促
進
協
議
会
の
中

で
、
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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民設民営の認定こども園　明道館が開園

 待機児童解消に期待
　須恵町で初めての民設民営の認定こども園「明

道館」が、11 月１日に開園しました。

　園舎の内装には、木材がふんだんに使用され、

園庭の全面に芝生が敷き詰められていました。併

設のデイサービスとの連携により、高齢者との

交流事業なども行われます。

　保育料は、町立の認定こども園と同じ基準で

算定されます。（その他の諸費用は園によって異

なります）。

　今回の補正予算では、２億 2495 万４千円が、

保育所等整備事業費（県負担分）として計上さ

れています。

　対象年齢6か月～5歳の園児213人が入園でき、

待機児童解消に寄与するものと期待しています。

認定こども園　明道館

所在地　 須恵町大字植木 499－6

電　話　 092－410－1813

芝が全面に広がる園庭

避難用すべり台

多目的に利用できる中庭

木のぬくもりがある広々とした遊戯室

明るい保育室

かわいいトイレ
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委 員 会 レ ポ ー ト

総務建設産業委員会

文教厚生委員会

　
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な「
税
」
に
つ

い
て
、
税
務
課
職
員
の
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
推
進

　
福
岡
県
と
県
内
全
市
町
村
で
は
、
個

人
住
民
税（
給
与
所
得
者
）
の
特
別
徴
収

を
徹
底
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
須
恵
町
で
も
事
業
所
・
従
業
員
の

方
々
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
税
は
町
の
貴
重
な
財
源

　
た
ば
こ
税
は
、
そ
の
一
部
が
、
販
売

店
の
あ
る
自
治
体
に
納
付
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
利
用
者
増

や
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
た
ば
こ
の
販

売
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
で
も
平
成
27

年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
税
は
町

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
た
ば
こ
を
購
入

す
る
際
は
、
町
内
販
売
店
を
利
用
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

徴
収
率
向
上
へ
の
努
力

　
徴
収
対
策
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ

り
、
計
画
的
に
収
納
業
務
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
の
財
政
運
営
主
体
が
、
町
か
ら

県
に
移
る
こ
と
に
伴
い
、
特
に
国
保
税

の
徴
収
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
同
公
売
会
の
活
用
に
期
待

　
市
町
村
と
県
税
事
務
所
が
合
同
で
、

税
金
の
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た
動
産
の

公
売
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
で
も
１
点
出
品
し
、
売
却
代

金
が
滞
納
の
税
金
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
い
納
税
意
識
を
持
っ
て

　
税
金
は
、
町
が
仕
事
を
行
い
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
財
源
で
す
。
私
た
ち
は
、正
し
く
申
告
・

納
税
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
議
会
と
し
て
、
納
め
ら
れ
た
税
金

の
使
い
道
を
、
し
っ
か
り
と
監
視
・
点
検

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
図
書
館
の
利
用
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
、
現
状
や
業
務
上
の
諸
課
題
に
つ
い

て
討
議
し
ま
し
た
。

蔵
書
冊
数
・
貸
出
冊
数

　
町
立
図
書
館
の
蔵
書
は
、
平
成
７
年

開
館
時
の
２
万
５
千
冊
か
ら
、
現
在
は

約
９
万
８
千
冊
と
４
倍
ほ
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
貸
出
は
こ
こ
数
年
10

万
５
千
冊
前
後

で
し
た
が
、
平
成
27

年
度
は
開
館
20

周

年
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

約
11
万
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　「
火
花
」
や「
羊
と
鋼
の
森
」
な
ど
話

題
作
の
貸
し
出
し
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

① 

休
館
日
：
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

　
開
館
時
間
：
10
〜
18
時

②
貸
出
冊
数
・
期
間

　
図
書
・
雑
誌
一
人
10
冊
、
２
週
間
ま
で

③
サ
ー
ビ
ス

　 

貸
出
・
リ
ク
エ
ス
ト
・
相
互
貸
借
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ピ
ー
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視

聴
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

諸
課
題
・
討
議
内
容
・
感
想

　
布
の
絵
本
制
作
、
お
は
な
し
会
、
つ

み
木
遊
び
な
ど
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
、
中
高
生
の
職
場

体
験
サ
ポ
ー
ト
な
ど
図
書
館
主
催
行

事
・
事
業
は
年
間
１
０
０
回
近
く
と
数

多
く
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
の
購
入
費
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
こ

数
年
購
入
が
な
い
視
聴
覚
資
料（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
）も
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
階
に
体
育
館
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

騒
音
の
解
決
は
、
現
状
で
は
費
用
が
か
か

り
困
難
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
来
館
者
に
が

ま
ん
し
て
も
ら
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
他
に
返
却
遅
延
者
へ
の
督
促
。
参
加
７

団
体
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
を
年
３

回
実
施
し
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
こ

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
知
性
を
育
み
、

教
養
を
身
に
つ
け
、
町
文
化
の
形
成
と

そ
の
向
上
に
多
大
な
る
役
割
を
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
貢
献
度
を
高
く
評
価

し
、
議
員
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

税
の
あ
り
方

本
を
身
近
に
　

平
成
29
年
11
月
８
日
（
水
）
　
税
務
課
の
業
務
調
査
　

平
成
30
年
１
月
16
日
（
火
）
　
図
書
館
の
業
務
調
査
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追 跡
執行部の答弁は実行されているのか？

一般質問のその後
過去の一般質問の内容に対し、どのような対応がなされたか、

また、どのように町政に反映されているのか追跡しました。

　第２次安倍内閣が発足して６年

目を迎えました。株価も６年連続

で上昇するなど、安倍首相が掲
かか

げ

る「アベノミクス」の効果が少し

ずつではありますが実感できるよ

うになってきました。

　総務省では、産学金官の連携に

より、地域の資源と資金を活用し

て、雇用吸収力の大きい地域密着

型企業を全国各地で立ち上げる

「ローカル10,000プロジェクト」

を推進しています。

　この制度は、地元農林水産物を

活かした特産品の開発・販売。い

わゆる六次産業化の取り組みや観

光拠点の整備などを行う「民間事

業者」を国、県、市町村が応援し

ていくものです。

　国は、10,000件のプロジェクト

発足をめざしていますが、平成28

年度末で311件の採択。内６件が

福岡県内で、民間事業者による古

民家を使ったレストランや、地域

コミュニティによるカフェの経営

など、いずれも地域で採れる農海

産物を利用したものになっている

ようです。

　町内の民間企業が「地域財」を

活かし、持続可能な事業を行うこ

とが、さらなる地域活性化につな

がります。

　行政も稼ぐ力を身につけていか

なければなりません。「スエノバ」

もその一環です。

　須恵町にも、起業の波が押し寄

せ、新規事業の創造に期待してい

ます。

三⻆ 良人  議長

次の定例議会は

3月2日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、

簡単な手続きで傍聴することが

できます。傍聴を希望される方

は、本会議当日に役場４階議会

事務局の窓口にお越しください。

（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

議長通信

稼ぐ力を

ホームページで本会議の

会議録を公開しています。

平成 23年以降の

会議録を掲載しています。

ぜひご覧ください。

　須恵町議会　須恵町議会　須恵町議会 検索検索検索

第一小アスレチック場の
今後は
平成28年９月議会

第一小学校裏のアスレチッ

ク場は、立ち入り禁止で使

用されておらず、草に覆われている。

今後の活用方法は。

学校施設としての活用は難

しい。地域から活用の要望

があればその時点で考えたい。

第一小保護者（おやじの会）

の自主活動により、アスレ

チックの撤去や草刈り等が行われま

した。また、児童が自由に出入りで

きないようにフェンスが設置されて

います。現在、維持管理もおやじの

会にお願いしています。

質問

答弁

進捗
状況

作業中のおやじの会

そ
の
後
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